
MAT S U
R E K I

松江歴史館 NEWS

館長あいさつ（創刊によせて）
【シリーズ】 松江歴史館のお仕事
新収蔵品紹介
館蔵名品展「これまで、これから」見どころ
特別展「堀尾吉晴」開催特報
スポット展示・ミニ展示の紹介
【シリーズ】 地域ゆかりの資料紹介

２

２

３

４・５

６

７

８

Contents

2021.夏
創刊号

旧制松高の本館に付けられた校章

※画像の資料はいずれも当館蔵

M AT S U R E K I
松江歴史館 N EWS

創刊号
【 2021・夏 】

https://matsu-reki.jp/
〒690 -0887 島根県松江市殿町279番地
TEL 0852-32-1607

発行／

フェイスブック、ツイッターでも
最新情報を配信中

わ
が
と
に
、

こ

何
が
あ
か
ね
？

ー

地
域
ゆ
か
り
の
資
料
紹
介

【 

川
津
編 

】

通学する生徒たち。現在の県道431号線と城北通り・
島大通りの交差点付近か。

旧
制
松
高
の
門
札
。昭
和
二
十
五
年
三
月
の

閉
校
ま
で
正
門
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

自習寮で使われた食器類。陶器は緑色の２本線
があしらわれたもので統一されている。

開館10周年記念  館蔵名品展

「これまで、これから」
 見どころ徹底解説！



新収蔵品紹介

MATSU E
R EK I S H I K A N

館長
あいさつ

これらの資料は、
館蔵名品展「これまで、これから」で展示します。

松
江
歴
史
館
は
開
館
一
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま
で
多

く
の
皆
さ
ま
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

こ
れ
ま
で
に
一
八
〇
万
人
あ
ま
り

の
入
館
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。皆

さ
ま
に
は
多
大
な
る
お
力
添ぞ

え
を

賜た
ま
わ

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、こ
の
た
び
、当
館
の
博
物

館
と
し
て
の
活
動
を
広
く
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、歴
史
文
化
や
文
化

財
に
対
し
こ
れ
ま
で
以
上
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、「
松
江
歴
史
館
N
E
W
S 

M
A
T
S
U
R
E
K
I
」を
創
刊
い

た
し
ま
す
。新
し
く
収
集
し
た
歴
史

資
料
や
美
術
作
品
の
紹
介
、最
新
の

調
査
・
研
究
の
成
果
、そ
し
て
地
元

の
歴
史
や
文
化
財
の
情
報
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の「
松
江
歴
史
館
N
E
W
S 

M
A
T
S
U
R
E
K
I
」を
と
お
し

て
、市
民
の
皆
さ
ま
に
は
郷
土
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
よ
り
高
め
て
い
た

だ
き
、観
光
客
や
県
内
外
の
美
術

館
・
博
物
館
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ま
に
は

松
江
の
豊
か
な
歴
史
や
文
化
を
知

る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

創
刊
に
よ
せ
て

松
江
歴
史
館  

館
長　
　

松
浦 

正
敬

松江城授業プロジェクトの案内
毎年、松江市内の小学校・義務教育学校の6年生全員
が松江城と松江歴史館を見学します。その案内を松江歴
史館の学芸員と職員が担当しています。
松江城では、敵が城内へ攻め入れないための様々な工
夫や、天

てん

守
しゅ

の構造などを実際に現地で説明しています。
また松江歴史館では、松江城と城下町のなりたちや、
松江藩

はん

の産業などについて展示資料を基に紹介してお
り、これまでに参加した６年生のみなさんからは「松江城
にはたくさんの“しかけ”があることがわかった」「松江城
のよさを多くの人に伝えたい」などの感想が寄せられまし
た。松江の歴史や文化への関心を高め、地元により愛着
を持ってもらうきっかけとなるように心がけて案内してい
ます。

松江歴史館のお仕事
シリーズ

その1
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MATSU E
R EK I S H I K A N

館長
あいさつ

これらの資料は、
館蔵名品展「これまで、これから」で展示します。

土
ど

工
こ う

記
き

（令和元年度 購入）

驪
り

黄
お う

物
ぶ っ

色
しょく

図
ず

巻
か ん

（令和元年度 購入）

桐
き り

鳳
ほ う

凰
お う

文
も ん

会
か い

席
せ き

膳
ぜ ん

（令和元年度 寄贈）

松江藩
はん

の土木技術を集成した普
ふ

請
しん

奉
ぶ

行
ぎょう

の業務マニュアルです。斐
ひ

伊
い

川
かわ

と宍
しん

道
じ

湖
こ

を抱える出
いず

雲
もの

国
くに

を治
おさ

める
松江藩にとって、治

ち

水
すい

対策は政策の
要
かなめ

の一つでした。藩の治水を担当す
る普

ふ

請
しん

方
かた

で奉行をつとめた冨
とみ

永
なが

顕
てる

頭
あき

が、藩の土木技術を集成し宝
ほう

暦
れき

9
（1759）年に記しました。今でも水防
訓練で用いられる水

みず

留
どめ

の工法「出
い ず も

雲
結
ゆい

」も載っています。

藩の儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

の黒
くろ

沢
さわ

石
せき

斎
さい

が校
こう

訂
てい

した馬の研究書
です。石斎（弘

ひろ

忠
ただ

、1612-78）は、松江藩松平家初代
藩主の松平直

なお

政
まさ

の求めで藩の儒
じゅ

者
しゃ

となりました。
二代・三代藩主の学問の師となり、初期藩政にお
いて重要な役割を果たしました。黒沢家は、戦国
大名北条氏に仕えた馬術に長

た

けた家で、義兄・黒
沢定

さだ

幸
ゆき

が編
へん

纂
さん

した馬の研究書を、石斎が校訂し、
本図を完成させました。

本作は、八
や

雲
くも

塗
ぬり

の創始者である坂
さか

田
た

平
へい

一
いち

（1843-1908）の
作品で、平成31年企画展「八雲塗―暮らしを彩る松江の漆

しっ

器
き

―」での展示をきっかけに、所蔵者から寄贈されました。
現代の八雲塗よりも落ち着いた色味で、明治20（1887）年頃
の草創期八雲塗に見られた中国漆器風の文

もん

様
よう

が描かれた
ものです。文様の輪

りん

郭
かく

線は銀色の金属粉で描き、緑や赤な
どの色漆

うるし

で文様を彩色した上に透
すき

漆
うるし

を塗
と

布
ふ

し、その漆を少
し研

と

ぎ出して仕上げています。

松
江
歴
史
館
で
は
、
歴
史
資
料
や
美

術
作
品
な
ど
を
中
心
に
、
収
集
方
針

に
基
づ
い
て
資
料
の
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
松
江
市
域
あ
る
い
は
江

戸
時
代
の
出い

ず
も
の
く
に

雲
国
の
歴
史
や
文
化

を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
、
そ

し
て
山
陰
地
域
さ
ら
に
日
本
ま
た

は
世
界
の
歴
史
や
文
化
に
と
っ
て

重
要
な
資
料
な
ど
が
地
域
か
ら
失

わ
れ
る
の
を
防
ぎ
、
後
世
へ
受
け
継つ

ぐ
と
と
も
に
、
そ
の
価
値
を
調
査
・

研
究
・
展
示
に
よ
っ
て
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

松江藩の土木技 術を集 成

藩の儒学 者による
馬の研究書

八
雲
塗
の
草
創
期
を
示
す

重
要
な
作
品

3



開
館
一
〇
周
年
記
念

　館
蔵
名
品
展

主な館蔵品を
当館ホームページで公開中！
当館所蔵の資料をインターネット上で公開し
ています。本展に出陳していない資料も写真付
きで見ることができます。ま
た、明治から昭和の懐かしい
松江の写真なども公開中で
す。ぜひご活用ください。

国際文化観光都市70周年記念
松江歴史館開館10周年記念

【 館蔵名品展 】
これまで、これから
―所蔵品一挙公開―
令和3年7/16(金)-8/29(日)
※会期中展示替えを予定

主催　松江歴史館

開館時間

7/17 (土) 「松江歴史館10年のあゆみと館蔵品」（西島 太郎）
7/23 (金・祝)「館蔵絵画の魅力 ―江戸時代の水墨画から昭和時代の油絵まで―」（藤岡 奈緒美）
7/25 (日) 「松江藩の工芸文化 ―不昧の職方について―」（藤間　寛）
8/1 (日) 「若槻禮次郎の肉声を聞く ―若槻禮次郎コレクションより―」（新庄 正典）
8/7 (土) 「松江の歴史をあらわす工芸品」（大多和 弥生）
8/22(日) 「館蔵品にみる国宝松江城天守の歴史」（木下　誠）

9:00-17:00（観覧受付は16:30まで）
会　  場 松江歴史館　企画展示室

休 館 日

観 覧 料

毎週月曜日

大人300円（240円）
小・中・高・専門・大学生　無料

※ただし8月9日（月・休）は開館、
　8月10日（火）が休館日

無料
（要電話申込）
☎0852-32-1607

I N
F O

R M A T I O N

松江歴史館がこれまで10年の間に
行ってきた展覧会や事業について
の概要報告と、館蔵名品の図録を
あわせた書籍を刊行します。ミュー
ジアムショップでも販売予定です。
ぜひお手に取ってご覧ください。

当館学芸員によるリレー講座図録 発売中！
（税込990円）

館蔵名品展
これまで、これから
  ―松江歴史館10年のあゆみ―

※基本展示室とのセット券：大人650円（520円） ※（ ）
内は20名以上の団体料金 ※高校生以上は学生証をご
提示ください。 ※各種イベントの詳細はチラシやホーム
ページで随時ご案内します。また、新型コロナウイルス
感染症の影響により予定を変更する場合があります。

全
62
点
一
挙
展
示
！

「
こ
れ
ま
で
、こ
れ
か
ら
」

見
ど
こ
ろ
徹
底
解
説
！

時間：14:00～15:00　定員：各30名
会場：松江歴史館 歴史の指南所

松江城天
てん

守
しゅ

、
約285年前の修理の証し

中世の『出
い ず も の く に

雲国風
ふ

土
ど

記
き

』
受容を知る貴重な史料

松江城天
てん

守
しゅ

墨
ぼく

書
しょ

古
こ

材
ざい

（部分）

灰
はい

火
び

山
やま

社
しゃ

記
き

（部分）

松江歴史館の館蔵品には松江城天守の完成
時期を明らかにした「慶

けい

長
ちょう

十六年正月」墨
ぼく

書
しょ

銘
めい

の祈
き

祷
とう

札
ふだ

（国宝附
つけたり

）がありますが、ほかに
も松江城天守の歴史を物語る品を多数収蔵し
ています。このうち元

げん

文
ぶん

2-4（1737-39）年の
年紀を墨書する松江城天守の部材（古材）は、
元文年間に天守が大掛かりに修理されたこと
を教えてくれます。一部には「御奉

ぶ

行
ぎょう

 竹
たけのうち

内左
さ

助
すけ

」「御大工 斎
さい

田
た

彦
ひこ

四
し

郎
ろう

」などの墨書もあり、
修理を担った人物も知ることができます。

『出雲国風土記』は江戸時代以前にどの
ように読まれ、継承されたか謎でしたが、
松江城下の外

そ と

中
なか

原
ば ら

の寺院・灰
は い

火
か

山
さん

宝
ほう

照
しょう

院
い ん

の由
ゆい

緒
し ょ

として伝えられた「灰
は い

火
び

山
やま

社
し ゃ

記
き

」
の発見で、戦国時代における『出雲国
風土記』の伝

で ん

来
ら い

を示す史料として稀
け

有
う

の
ものです。紙

か み

継
つ ぎ

の紺
こ ん

紙
し

1 メートル 84 セ
ンチの巻

か ん

子
す

で、金
き ん

界
か い

を施
ほどこ

し、849 字の金
字を刻

き ざ

みます。

松
江
歴
史
館
は
開
館
以
来
、
松
江
に
関

す
る
多
く
の
貴
重
な
歴
史
資
料
や
美

術
作
品
の
寄き

贈そ
う（
寄き

附ふ

）・
寄き

託た
く

を
受
け
、

ま
た
購
入
に
よ
っ
て
も
資
料
の
散さ

ん

逸い
つ

を
防
い
で
き
ま
し
た
。
開
館
一
〇
周
年

を
機
に
、
普ふ

段だ
ん

展
示
す
る
機
会
の
少
な

い
収
蔵
品
を
公
開
し
ま
す
。
松
江
の
歴

史
や
文
化
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら

し
た
収
蔵
品
の
数
々
か
ら
、
松
江
歴
史

館
の
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
、
こ
れ
か

ら
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

展示品は全て撮影OK!  ※フラッシュ撮影はご遠慮ください。
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全
62
点
一
挙
展
示
！

「
こ
れ
ま
で
、こ
れ
か
ら
」
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こ
ろ
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解
説
！

時間：14:00～15:00　定員：各30名
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直
なお

政
まさ

へ譲
ゆず

られた、
家康の守り本

ほん

尊
ぞん

松江藩松平家伝来の
豪

ごう

華
か

な鞍
くら

と鐙
あぶみ

細密な絵付に注目！
特大の壺

つぼ

故
こ

開
かい

運
うん

千
せん

体
たい

不
ふ

動
どう

尊
そん

梨
な

子
し

地
じ

籬
まがき

菊
きく

文
もん

蒔
まき

絵
え

鞍
あぶみ

・鐙
くら

楽
らく

山
ざん

焼
やき

色
いろ

絵
え

蘭
らん

亭
てい

曲
きょく

水
すい

図
ず

大
おお

壺
つぼ

千
せん

体
たい

不
ふ

動
どう

尊
そん

は、徳川家康が出
しゅつ

陣
じん

に際して常に
傍
かたわ

らにあった陣
じん

中
ちゅう

不動尊と伝わります。孫の松
平直政はこれを所望し、譲り受けました。直政
は不動尊を伴

ともな

って大坂の陣に臨み勝利を得ま
す。以来、直政とともに越

えちぜんのくに

前国大野、信
しなののくに

濃国松本、
出雲国松江と移って城内に安置されたのです。
その後、江戸の赤坂にあった松江藩上

かみ

屋敷に
遷
うつ

され、屋敷内の護
ご

摩
ま

堂「深
しん

造
ぞう

院
いん

」に安置され
ました。松江歴史館開館にあたり、旧松江藩主
松平家から寄贈を受けた逸品です。

全体に蒔
まき

絵
え

を施した鞍と鐙です。文
もん

様
よう

を盛り
上げ立体的にみせる高

たか

蒔絵で大輪の菊を表現
し、菊の蕊

しべ

や葉などは切
きり

金
かね

と呼ばれる小さい
正方形の金銀の薄板を並べ、豪華かつ細や
かな装飾が施されています。鞍の裏側に「天

てん

正
しょう

五年八月日」と安土桃山時代の年号が刻ま
れていますが、本作には江戸時代後期の特徴
がみられます。慶

けい

応
おう

元（1865）年に松江藩の
軍
ぐん

艦
かん

八
や

雲
くも

丸
まる

が将軍の上
じょう

洛
らく

にお供したことに対
して、幕府から十代藩主松平定

さだ

安
やす

へ与えられ
た作品と考えられています。

楽
ら く

山
ざん

焼
や き

の大きな壺で、高さは 66 センチにも
なります。全面に色絵が施

ほどこ

され、把手と首の
部分には草花や昆

こ ん

虫
ちゅう

がいきいきと描
え が

かれま
す。器体には中国の逸

い つ

話
わ

で日本でも画題とし
て好まれた「蘭

ら ん

亭
て い

曲
きょく

水
す い

」の図が細かく描かれ、
逸話のとおり川の下流で老師たちが流れてく
る酒を待ち構えています。壺には「雲

うん

州
しゅう

月
げっ

章
しょう

」
と絵付師のサインがありますが、この人物に
ついては不詳です。しかし、山や岩の描き方
をみると水墨画をよくした絵師と思われます。
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展覧会情報

スポット展示・ミニ展示の紹介

【特別展】松江歴史館開館10周年記念

令和3年

9/17(金)-11/23(火・祝)
休 館 日 毎週月曜日 ※ただし11月22日（月）は開館

開館時間 9:00~17:00（観覧受付は16:30まで）
※ 9/17（金）のみ展示室は10：00開場（セレモニーのため）
会　　場 松江歴史館  企画展示室
観 覧 料 大人600円（480円）　

小・中学生300円（240円）

戦国の世を馳せた武将
堀尾吉晴

9/19(日) 13:30-14:30
「『松江開府の祖』堀尾吉晴公の
  ふるさと紀行 ～堀尾氏邸宅跡を訪ねて～」

講演会

（講師：西松 賢一郎 氏/大口町歴史民俗資料館学芸員）
主催/松江歴史館

イベント
10/2(土) 9:30-12:00「松江城攻略に挑む！」

（フィールドワーク）

9/17(金) オープニングセレモニー後
9/20(月・祝)、10/2(土)、11/3日(水・祝)
いずれも13：30～14：10

ギャラリートーク

担当学芸員による展示解説を行います。

※基本展示室とのセット券：大人880円（700
円）、小・中学生440円（350円） ※（　）内は20
名以上の団体料金。 ※高校・大学・専門学校に通
う学生は学生証の提示で団体料金

※各種イベントの詳細は特別展チラシやホームページ
で随時ご案内します。また、新型コロナウイルス感染
症の影響により予定を変更する場合があります。

﹁

堀
尾
吉
晴

戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将

﹂

松
江
歴
史
館
開
館
一
〇
周
年
記
念

開
催
特
報
！

特
別
展

堀ほ
り

尾お

吉よ
し

晴は
る

は
現
在
の
愛
知
県
大
口
町
の

地
で
生
ま
れ
、
織
田
信
長
に
仕
え
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
の
将
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
、

佐さ

和わ

山や
ま

城
主
、
浜は

ま

松ま
つ

城
主
と
な
っ
た
戦
国

武
将
で
す
。
秀
吉
の
死
後
は
徳
川
家
康
に

近
づ
き
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
息
子
の
忠た

だ

氏う
じ

と
と
も
に
徳
川
方
に
付
き
ま
す
。
そ
の
功

績
か
ら
忠
氏
は
出
雲
・
隠お

岐き

両
国
二
十
四
万

石
を
与
え
ら
れ
現
在
の
安
来
市
の
富と

田だ

城

に
入
り
ま
す
。
忠
氏
の
死
後
、
吉
晴
は
松

江
に
城
と
城
下
町
を
造
り
上
げ
、『
松
江
開

府
の
祖
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

松
江
市
、
安
来
市
、
愛
知
県
大
口
町
の

三
市
町
で
組
織
し
た
堀
尾
吉
晴
公
共
同
研

究
会
が
昨
年
度
に
ま
と
め
た
研
究
成
果
を

ふ
ま
え
て
、
吉
晴
が
武
将
と
し
て
成
長
し
、

松
江
城
を
築
城
す
る
ま
で
の一生
を
紹
介
し

ま
す
。

堀尾家の菩
ぼ

提
だい

寺である妙
みょう

心
しん

寺
じ

塔
たっ

頭
ちゅう

春
しゅん

光
こう

院
いん

が所
蔵する堀尾吉晴の木像です。吉晴の左頬

ほお

には
大きな傷が刻まれています。家臣から「頬切れ
殿」と呼ばれていた記録があり、生前の姿を
忠実に再現したのでしょう。もともとは松江に
安置されていましたが、堀尾家断絶に伴

ともな

い、代々
の木像や石塔とともに春光院に移されました。
松江歴史館の開館特別展で展示して以来、10
年ぶりの公開です。

冊封文とは中国の皇帝が他国を臣下として
認めたことを示す文書です。豊臣秀吉による
朝鮮出兵（文禄の役）では、明

みん

国が朝鮮を
支
し

援
えん

したために戦線が膠
こう

着
ちゃく

し、和平交渉が
行われました。その際に明国皇帝から豊臣
秀吉に贈られたもので、臣下と見なされた秀
吉は激怒し冊封文を破り捨てたといいます。
しかし実際は破られることなく、秀吉のそば
近くに仕えた堀尾吉晴に譲

ゆず

られたのです。
堀尾家断絶後は縁

えん

戚
せき

にあたる石川家が所蔵
し現在まで伝わりました。

堀尾吉晴木像

明
みん

王
おう

贈
ぞう

豊
ほう

太
たい

閤
こう

冊
さく

封
ほう

文
ぶん

（春光院〔京都府〕蔵）

（大阪歴史博物館蔵、重要文化財）

10年ぶりに松江へ里帰り！
吉晴生前の姿を知る唯一の立体像

秀吉から厚い信頼を得た吉晴　
大切な文書を譲られる
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展覧会情報

スポット展示・ミニ展示の紹介

【特別展】松江歴史館開館10周年記念

令和3年

9/17(金)-11/23(火・祝)
休 館 日 毎週月曜日 ※ただし11月22日（月）は開館

開館時間 9:00~17:00（観覧受付は16:30まで）
※ 9/17（金）のみ展示室は10：00開場（セレモニーのため）
会　　場 松江歴史館  企画展示室
観 覧 料 大人600円（480円）　

小・中学生300円（240円）

戦国の世を馳せた武将
堀尾吉晴

9/19(日) 13:30-14:30
「『松江開府の祖』堀尾吉晴公の
  ふるさと紀行 ～堀尾氏邸宅跡を訪ねて～」

講演会

（講師：西松 賢一郎 氏/大口町歴史民俗資料館学芸員）
主催/松江歴史館

イベント
10/2(土) 9:30-12:00「松江城攻略に挑む！」

（フィールドワーク）

9/17(金) オープニングセレモニー後
9/20(月・祝)、10/2(土)、11/3日(水・祝)
いずれも13：30～14：10

ギャラリートーク

担当学芸員による展示解説を行います。

※基本展示室とのセット券：大人880円（700
円）、小・中学生440円（350円） ※（　）内は20
名以上の団体料金。 ※高校・大学・専門学校に通
う学生は学生証の提示で団体料金

※各種イベントの詳細は特別展チラシやホームページ
で随時ご案内します。また、新型コロナウイルス感染
症の影響により予定を変更する場合があります。

﹁

堀
尾
吉
晴

戦
国
の
世
を
馳
せ
た
武
将

﹂

松
江
歴
史
館
開
館
一
〇
周
年
記
念

開
催
特
報
！

特
別
展

松江藩の医師と医術
―田

た

代
しろ

家と芦
あし

田
だ

家―
不

ふ

昧
まい

陶
とう

像
ぞう

設置1周年記念
「松平不昧展」

会期：8月3日（火）～10月3日（日）（月曜休館）
会場：基本展示室最終コーナー
　　 （要基本展示観覧券）

会期：8月31日（火）～10月3日（日）
　　  （月曜休館）
会場：展示室前展示ホール（観覧無料）

田代家の薬師如来坐像

※上記の展示資料は一部をのぞき当館蔵

唐銅菊文手焙

会期：10月5日（火）～11月28日（日）
　　  （月曜休館）
会場：基本展示室最終コーナー
　　  （要基本展示観覧券）

一族が松江藩と鳥取藩に仕えた医
師・田代家が伝えた薬

やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

には、体内に薬
やく

師
し

三
さん

尊
ぞん

像と十
じゅう

二
に

神
しん

将
しょう

像が納められています。七代藩主
松平治

はる

郷
さと

（不昧）が帰参を願ったの
がかつて松江藩医で、鳥取藩医と
なっていた田代家でした。室町時代、
中国の最新医術を日本にもたらした田
代三

さん

喜
き

の流れを汲
く

み、医術と仏教と
の融合の痕

こん

跡
せき

がみられます。
あわせて、松江藩医芦田家の史料も
展示します。

松江藩七代藩主松平治
はる

郷
さと

（号・不昧）の
没後 200 年を記念し、その功績を顕

けん

彰
しょう

し
て楽

らく

山
ざん

焼
やき

で不昧公像が制作されました。
江戸後期の大名茶人として知られる不昧
は、石

せき

州
しゅう

流など諸流派を学び独自の茶風
を示しました。また『古

こ

今
こん

名
めい

物
ぶつ

類
るい

聚
じゅう

』『瀬
せ

戸
と

陶
とう

器
き

濫
らん

觴
しょう

』など茶道具の研究に努め、
収集品は「雲

うん

州
しゅう

名
めい

物
ぶつ

」と呼ばれて重用され、
さらにはお好みの茶道具の数 を々作りまし
た。松江に茶文化を根付かせた不昧ゆか
りの品 を々ご覧いただきます。

三代目遠所長太郎（1897-1969）制作の唐
から

銅
かね

菊
きく

文
もん

手
て

焙
あぶり

と、鋳
ちゅう

金
きん

に必要な下絵や道具
などを展示します。遠所家は松江藩釜

ふ

甑
そう

方
の流れをくむ鋳

い

物
も

師
じ

で、明治初め頃に初代
長太郎が松江市栄町で銅器鋳造業を始め
ました。三代長太郎は、灯

とう

篭
ろう

・鳥居などの
大作をはじめ、茶道・華道の用具など幅広
い分野の鋳

い

物
もの

を制作し、商工展・共進会
等で数々の受賞に輝

かがや

きました。作品の大半
は第二次世界大戦時に供出されてしまいま
したが、松江大橋の唐

から

金
かね

擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

は現在に
伝えられています。

松江藩の歴史や文化を紹介する基本展示室（常
設展示）では、お越しいただくたびに楽しんでいた
だけるよう、3か月に一度、大名行列図や町絵図、
刀剣などの資料を替えています。詳しいスケジュー
ルなどは随時ホームページでご案内しています。基本展示と企画展示、松江ホーラン

エンヤ伝承館が1年間何度でも無料

基本展示室も展示替えがあります

スポット展示ミニ展示

ミニ展示

武
む

蔵
さ し

野
の

図
ず

蒔
ま き

絵
え

棗
なつめ

（個人蔵）

不昧陶像

松江のものづくり 
―鋳

ちゅう

金
きん

家
か

・三代目遠
えん

所
じょ

長
ちょう

太
た

郎
ろう

の仕事―

基本展示観覧料

年間パスポート

大人510円	
小・中学生250円（20名以上の団体は2割引）
大人1,560円	
小・中学生780円

スポット展示とミニ展示は、新収蔵品や最新の研究にまつわる資料、四季にあわせた作品などを特集展示
する館内の小さな展示スペースです。おおよそ2ヶ月に一度、展示替えをしています。
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フェイスブック、ツイッターでも
最新情報を配信中

わ
が
と
に
、

こ

何
が
あ
か
ね
？

ー

地
域
ゆ
か
り
の
資
料
紹
介

【 

川
津
編 

】

通学する生徒たち。現在の県道431号線と城北通り・
島大通りの交差点付近か。

旧
制
松
高
の
門
札
。昭
和
二
十
五
年
三
月
の

閉
校
ま
で
正
門
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

自習寮で使われた食器類。陶器は緑色の２本線
があしらわれたもので統一されている。

開館10周年記念  館蔵名品展

「これまで、これから」
 見どころ徹底解説！

出雲弁で「わたしたちの地域に何があるの？」
という意味。

松江歴史館は、松江市域ゆかりの歴史資
料や美術作品を多数収蔵しています。この
シリーズでは、収蔵資料や近年調査した
資料などを地域ごとに紹介します。今回
は、今年度春に開催した企画展「旧制松
江高等学校―松江で学び、暮らした学生
たち―」（4/16～6/27）にちなみ、旧制松
江高等学校（現島根大学）があった川津
地区ゆかりの資料について紹介します。

旧
制
松
江
高
等
学
校
（
旧
制
松

高
）
は
、
現
在
の
島
根
大
学
の
前

身
に
あ
た
る
学
校
の
ひ
と
つ
で

す
。
明
治
末
期
か
ら
戦
後
ま
で
存

在
し
た
旧
学
制
に
基
づ
く
学
校

で
、
帝
国
大
学
進
学
を
め
ざ
す
エ

リ
ー
ト
の
候
補
生
た
ち
が
全
国
か

ら
集
ま
り
、
日
々
勉
学
に
励は

げ

ん
で

い
ま
し
た
。

旧
制
松
高
は
、
松
江
ゆ
か
り
の

人
々
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
に
よ
っ

て
島
根
県
待
望
の
高
等
学
校
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
設
場

所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
八や

束つ
か

郡

川か
わ

津つ

村
菅す

が

田た

（
現
松
江
市
西
川
津

町
）
で
す
。
現
在
は
開
発
が
進
ん

だ
川
津
地
区
で
す
が
、
当
時
は
一

面
に
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
建
設
費
な
ど
の
費
用
と

す
る
た
め
、
八
束
郡
の
人
々
や
県

内
の
高
額
納
税
者
か
ら
寄き

附ふ

が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
島
根
大
学
教
養
講
義

棟
二
号
館
の
あ
た
り
に
は
、
寄
宿

舎
「
自
習
寮
」
が
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
建
設
工
事
で
考
古
遺
物
が
発

見
さ
れ
、
建
設
地
に
古
墳
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。「
薬や

く

師し

山や
ま

古
墳
」
と
名
付
け
ら
れ
た
古
墳

の
遺
物
は
、
山
陰
地
域
の
須す

恵え

器き

の
編
年
の
指
標
に
さ
れ
、
考
古
学

上
重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

自
習
寮
で
は
、
毎
夜

の
よ
う
に
生
徒
た
ち
に

よ
る
「
ス
ト
ー
ム
」（
寮

歌
を
歌
っ
た
り
騒
い
だ
り
す
る
、

旧
制
高
校
独
特
の
文
化
）
が
行
わ

れ
、
そ
の
喧け

ん

騒そ
う

に
菅
田
の
人
々
は

驚
き
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
た

そ
う
で
す
。

戦
後
の
教
育
改
革
に
よ
っ
て

全
国
の
旧
制
高
校
の
廃
止
が
決
定

し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
に

は
旧
制
松
高
の
機
能
と
精
神
を
引

き
継
い
だ
島
根
大
学
が
開
学
し
、

菅
田
の
地
は
現
在
に
至
る
ま
で
島

根
の
最
高
学
府
を
擁よ

う

す
る
場
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。


